
利用者とeコンテンツを
つなぐERDB

ERDB事務局 古橋英枝
大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議

これからの学術情報システム構築検討委員会
電子リソースデータ共有作業部会
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過去20年の検討結果

とにかくまずは国内電子リソースの
ナレッジベースが必要だ！



え？
なんで？



ナレッジベース（Knowledge Base=KB）？
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ひとりじゃできないことは？
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(収録範囲,URL)

電子

みんなでやる！
ほのかにCATのかほり

世界中でやる！

図書館



つまり日本のKBは？

日本が作る！



日本のKBのハコ＝ERDB-JP

日本のKBは
日本が作る！



作ったデータは誰でも使える

教員
学生
研究者

迷わない！



世界のERDB-JPへ

海外のKB
コミュニティ

ERDB-JP

アクセス数アップ！

学会
出版社
大学
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ここまでの話 - http://current.ndl.go.jp/e1678
カレントアウェアネス-E

「ERDB-JP：共同で構築する電子リソース共有サービス」



ところで。

誰がそのデータを作るの？



図書館

そうです。

のみなさま

ERDB-JPにデータを作りませんか。



データ作成機関（＝パートナー）の募集開始なう

図書館
利用者から
「リンクが切れてる」
「間違ってるから直して」
とよく言われるので，
自分たちですぐ直したい

パートナーA

ERDB-JP内のすべて
のコンテンツの
修正・削除
が可能

パートナーB

自機関が登録した
マイコンテンツの
修正・削除
が可能

機関リポジトリに登録している
自機関のコンテンツは
きちんと登録して
メンテナンスしたい

新規登録は
どちらでも
可能
ゲスト

新規・修正・削除
の依頼OK

※掲載にはパートナー
の承認が必要



パートナー登録までの3ステップ

1.アカウント
の作成
をクリック

2.必要項目を
入力

パートナー種別
アカウント
メールアドレス
機関名（日・英）
担当係または担当者名
電話番号

3.発行完了通知
が届いたら
ログイン！

パートナーの
公開

ERDB-JPのサイト上で
「パートナー種別」
「機関名」
「アカウント名」
を公開



まずは，１機関＝１ID。



パートナー対象機関（2015年6月時点）

大学

短期
大学

高等
専門
学校

大学共同
利用機関

文部科学省
及び

文化庁の
施設等機関



帰ったら，アクセス - https://erdb-jp.nii.ac.jp/ja



今後の活動（案）

2016～20152014

●2015.4
ERDB-JP公開

●2015.6
大学図書館等に向けてパートナー募集開始

●GOKb、KB＋との連携

●2014.11
CiNii Booksにおける雑誌本文へのリンク（試行サービス）

●版元・KBベンダー等へパートナー拡大

2012

●電子書籍のメタデータ、契約情報の体系的な収集検討

●JUSTICEの契約交渉対象の電子リソースの登録検討・共有

ERDB
プロトタイプ
構築プロジェクト

電子リソース
データ共有WG 電子リソースデータ共有作業部会

●データの品質向上に向けた活動



あれ？と思ったら - erdbadm@nii.ac.jp



2015.6.9現在 登録 件数：11525 件 - ？
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